
別表３ 令和3年4月1日 改正

建築物エネルギー消費性能適合判定料金表 （税込み金額）単位（円）

     300未満 66,000 187,000 77,000 198,000

     300以上 ～      500未満 88,000 231,000 99,000 253,000

     500以上 ～   1,000未満 107,800 275,000 121,000 297,000

  1,000以上 ～   2,000未満 132,000 319,000 154,000 341,000

  2,000以上 ～   5,000未満 176,000 440,000 220,000 484,000

  5,000以上 ～ 10,000未満 275,000 550,000 308,000 583,000

10,000以上 ～ 25,000未満 330,000 660,000 363,000 726,000

25,000以上 ～ 50,000未満 385,000 770,000 429,000 836,000

50,000以上 見積り 見積り 見積り 見積り

     300未満 44,000 121,000 55,000 132,000

     300以上 ～      500未満 62,700 154,000 66,000 165,000

     500以上 ～   1,000未満 77,000 187,000 82,500 198,000

  1,000以上 ～   2,000未満 93,500 220,000 110,000 242,000

  2,000以上 ～   5,000未満 132,000 297,000 154,000 330,000

  5,000以上 ～ 10,000未満 176,000 385,000 209,000 429,000

10,000以上 ～ 25,000未満 209,000 462,000 231,000 495,000

25,000以上 ～ 50,000未満 275,000 550,000 308,000 605,000

50,000以上 見積り 見積り 見積り 見積り

     300未満 30,800 71,500 33,000 77,000

     300以上 ～      500未満 37,400 88,000 44,000 99,000

     500以上 ～   1,000未満 44,000 99,000 55,000 121,000

  1,000以上 ～   2,000未満 55,000 132,000 61,600 154,000

  2,000以上 ～   5,000未満 77,000 187,000 88,000 198,000

  5,000以上 ～ 10,000未満 107,800 231,000 120,000 253,000

10,000以上 ～ 25,000未満 121,000 275,000 143,000 308,000

25,000以上 ～ 50,000未満 154,000 330,000 165,000 363,000

50,000以上 見積り 見積り 見積り 見積り

※５　適合判定通知書等を再交付する場合の料金は、１通につき、7,700円（税込み）とします。

※３　計画変更の料金は、計画変更時の面積に応じて別表３の「単独申請の場合」から算出される料金の２分の１の額としま

す。ただし、次の場合は別表３記載の料金とします。

　①　建築基準法の用途の変更、モデル建物法を用いる場合のモデル建物の変更、評価方法の変更（モデル建物法を標準入力

法・主要室入力法に変更する等）など、「計画の根本的な変更」の場合

　②　直前の判定を当センター以外の登録建築物エネルギー消費性能判定機関又は所管行政庁から受けている場合

※４　軽微変更該当証明の申請は、軽微変更該当証明申請時の面積に応じて別表３の「単独申請の場合」から算出される料金

の２分の１とします。ただし、※３②の場合は、別表３記載の料金とします。

非住宅建築物

住宅との

複合建築物

ホテル

病院

集会所　等

事務所

学校

飲食店　等

工場

倉庫　等

※１　床面積は、非住宅部分及び住宅部分との共用部分（非住宅と判断されたもの）の合計（判定対象である外気開放部分を

含む。）をいいます。

※２　複数の建物用途の場合は、用途区分の上段、中段、下段それぞれの計算対象面積の合計を比較し、その大きい方（同一

面積の場合はより上段）の用途区分とします。

建物種別 用途区分 床面積(㎡)

※１

計算方法

建築確認との併願申請の場合 単独申請の場合

モデル建物法
標準入力・

主要室入力法
モデル建物法

標準入力・

主要室入力法


